
歩くだけで健康リスクを見える化
WM HEALTH CHECKER

ウォークメイトヘルスチェッカー
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2026年7月9日 

WALK-MATE LAB株式会社

※製品は開発中のため、デザインや仕様は予告なく変更される場合がございます。



「ふくロボ」に登録されている
歩行分析システムの成果を活用
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「WM HEALTH CHECKER」は、この歩行分析システムの
分析結果を活用して健康度リスクを見える化

※現在、複数の医療機関や研究機関などで導入・活用頂いています。
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０．開発の背景
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歩行分析システムは、医療機関、大学等で活用頂いている
デイケア、リハビリ施設、フィットネスジム他、健康イベント等での
試用・評価で、以下の様な意見を多数頂いた

私の歩行は、普通？
健康のリスク（例えば、転倒リスク）などは判らないのか？
リスクがあれば、どこを、どうすれば良いのか判ると嬉しい

上記意見を参考に、歩行分析システムの歩行計測結果を元に、
今回発表するWM HEALTH CHECKERを開発した
現在、PoCを使い、メディカルフィットネスジム等で実証実験中
本年9月頃から販売開始予定



１．社会課題
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健康寿命と平均寿命 → 健康寿命の延伸が必要

高齢化に伴い転倒、フレイル、腰痛、膝痛 が急増
• これらは、「介護」、「要支援」、「医療費増大」の入り口に！
• 日本では毎年約20～25万人が転倒によって大腿骨近位部を骨折(*)

(*)厚生労働科学研究費補助金 循環器疾患・糖尿病等生活習慣病対策総合研究事業 骨粗鬆症検診実施率・
受診率向上に資する検診実施体制の見直しの ための研究（24FA1003） 令和6年度 総括・分担研究報告書

第４回 健康日本21（第三次）推進専門委員会 資料１－１ 令和６年12月24日

8.48歳 11.64歳

治療ではなく「予防」が重要
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２．なぜ歩行なのか

歩行の変化を捉えることで、健康リスクを早期に発見することが可能

歩行は全身の健康状態を映すバロメーター
歩行には様々な身体機能が反映される

筋力 バランス能力

心肺機能神経機能

関節機能



センサーを着けて 
10m歩くだけ

4つのリスク 
  （転倒、フレイル、

腰痛、膝痛） 
をスコア化

おすすめの 
エクササイズ 
(動画付き) 

を提示

変化のプロセスを 
グラフ化 

 →数値で実感し 
継続へ

3．システムの概要
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測る、知る、動く、確かめる、健康づくりサイクル

歩行計測 AI分析 エクササイズ提案 再計測
① 測る ④ 確かめる② 知る ③ 動く



4．システムの特徴
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• 歩行年齢の推定 
 

 
 

• ４つのリスクの推定

• おすすめエクササイズ(動画付き)

• 推移グラフで変化を確認

歩行から健康リスクを可視化、未来を守る

腰への負担筋力の低下 ひざへの負担転びやすさ

転倒 フレイル 腰痛 ひざ痛



5．健康づくり支援
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リスクに応じたおすすめエクササイズを提案

ニーリフト片足立ち
バランス スクワット

（例）転倒リスクが高い方への
おすすめエクササイズ

• 現在のリスクを低減するために効果的な   
エクササイズをAIが自動選定 
 

• 専門家がいなくても、動画を見ながら 正しい 
フォームでトレーニング可能 
 

• 無理のないパーソナライズ化したエクササイズ 
 

• 「何をすればいいか」を迷わない体験

自動判定された
おすすめエクササイズ 動画を見ながら運動



6．導入効果
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フィットネスジム
・会員サービスの 
  付加価値向上

自治体・健康経営
・住民の健康増進
・医療費抑制
・従業員の健康増進
・生産性向上

医療・予防
・介護予防
・リハビリ支援の質向上

社会のあらゆる現場で健康を創る



７．社会インパクト
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健康づくりの推進で、よりよい社会へ！

一人ひとりが健康で
自分らしく暮らせる

社会を実現



８．まとめ
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「歩くだけで、未来の健康を変える」

健康は、「治す」から「予防する」へ。

私たちは、歩行データとAIの力で、

一人ひとりが健康を維持し、

自分らしく輝ける社会を目指します。


